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V310a Ｘ線分光撮像衛星 XRISM の指向精度の軌道上評価
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2023年 9月に打ち上げに成功したＸ線分光撮像衛星XRISMは、焦点距離 5.6 m のＸ線望遠鏡と焦点面検出器
から構成される 2台のＸ線観測装置を搭載する。ひとつは軟X線撮像装置Xtendであり、4枚のX線CCDで 38
分角四方の広視野を有する。もうひとつは軟Ｘ線分光装置 Resolveで、焦点面検出器のマイクロカロリメータア
レイは極めて高い分光性能を有するものの、5 mm 四方のセンササイズで視野が 3分角四方と相対的に狭いため、
衛星の指向方向を精度良く制御・決定する必要がある。XRISM は通常観測時の姿勢センサとして、3台の恒星
センサ (STT) と 2台の慣性基準装置 (IRU) を搭載する。天体を指向する際には、望遠鏡の観測軸から 10度傾
けた 3台の STTのうち、2台を選択してそれぞれの姿勢情報を姿勢決定に取り込む。地蝕等による干渉で STT
が星位置を測定できない場合は、IRU内のジャイロで検出した角速度に基づいて姿勢を保持する。衛星の指向方
向は STT と IRU の相対位置、衛星構体の歪みを引き起こす熱的条件、軌道周回による光行差に影響を受けるた
め、指向精度は STTの組み合わせ、太陽方向、IRU伝搬期間といった条件に依存する。指向方向の変動は、結像
位置のずれや、時間積分したＸ線像の滲みを引き起こすことから、異なる太陽方向と STTの組み合わせで複数の
Ｘ線点源を観測し、軌道上での指向精度を評価した。また、Resolve 視野外に光子の溢出する割合を減らすため、
姿勢安定時のＸ線観測データを解析して、焦点面上での結像位置をセンサ中心に近づけるよう STT と IRU の相
対位置を 2段階で補正した。本講演では、これらの評価結果について報告する。


